
二
点

三
点

四
点

五
点

六
点

七
点

《

互
選
句
》

〈

紙
上
選
句
〉

〈

投
句
〉

〈

出
席
者
〉

〈

選
者
〉

〈

顧
問
〉

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
◎

☆
◎

☆ ◎ ☆
◎

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
◎

☆ ◎ ☆

碧
天
に
伊
吹
山
見
ゆ
雪
姿

冬
霞
ポ
ツ
ポ
ツ
ポ
ツ
と
瀬
戸
の
島

春
二
番
過
ぎ
て
本
番
待
ち
焦
が
る

句
座
に
酒
師
の
卒
寿
祝
（

ほ
）

ぐ
四
温
か
な

被
災
地
の
寒
造
り
買
ふ
福
島
館

春
嵐
一
人
も
良
き
と
思
ふ
朝

車
座
に
肩
ふ
れ
合
つ
て
余
寒
か
な

春
立
つ
や
干
支
の
風
見
を
軋
ま
せ
て

富
士
の
嶺
茜
色
せ
し
春
立
ち
ぬ

春
浅
き
二
人
暮
し
の
カ
レ
ー

の
香

一
睡
の
覚
め
て
微
笑
の
風
信
子

山
門
を
吹
き
抜
け
て
来
る
梅
の
風

蒼
天
と
明
日
を
映
す
石
鹼
玉
（

し
ゃ

ぼ
ん
だ
ま
）

寒
紅
梅
冷
気
と
香
り
漂
よ
ひ
ぬ

畦
焼
き
の
炎
神
代
へ
誘
へ
り

靴
下
に
妻
よ
り
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ

コ

壮
大
な
記
紀
の
ド
ラ
マ
や
建
国
日

市
に
老
い
角
巻
ほ
つ
る
漁
師
妻

如
月
や
道
行
く
先
の
森
暗
く

春
泥
を
深
く
刻
み
し
轍
か
な

怪
我
治
し
声
に
力
や
春
一
番

待
ち
合
せ
芝
居
に
急
ぐ
春
シ
ョ
ー

ル

雪
解
滝
響
く
光
の
束
と
な
り

青
天
を
抜
き
白
梅
の
咲
き
そ
む
る

風
や
め
ば
淡
き
二
月
の
昼
の
月

失
せ
し
鍵
出
で
し
安
堵
や
春
兆
す

こ
け
し
挽
く
香
や
天
窓
の
雪
明
か
り

道
問
へ
ば
優
し
く
指
さ
す
春
津
軽

仝 仝 猛 仝
紀
久
男

仝
け
い
こ

一
灯

仝
ゆ
た
か

仝
弘
子

孤
舟

猛
規
雄

仝 昇
一
灯

五
郎
太

孤
舟

紀
久
男

け
い
こ

一
灯

堂
哉

仝
恵
洲

一
灯

忠
彦

（

弘
・
灯
）

（

ゆ
・
け
）

（

眞
・
紀
）

（

万
・
龍
）

（

万
・
正
）

（

紀
・
弘
・
龍
）

（

眞
・
万
・
く
）

（

万
・
敏
・
け
）

（

堅
・
猛
・
五
）

（

万
・
允
・
正
）

（

万
・
孤
・
五
）

（

万
・
孤
・
允
）

（

五
・
天
・
三
）

（

万
・
千
・
く
）

（

堅
・
孤
・
千
・
ゆ
）

（

万
・
孤
・
灯
・
正
）

（

堅
・
猛
・
万
・
允
）

（

眞
・
く
・
天
・
三
）

（

紀
・
弘
・
敏
・
三
）

（

灯
・
允
・
け
・
天
）

（

五
・
ゆ
・
灯
・
正
）

（

紀
・
万
・
孤
・
千
・
三
）

（

猛
・
万
・
敏
・
ゆ
・
允
）

（

堅
・
猛
・
孤
・
千
・
灯
）

（

万
・
五
・
弘
・
龍
・
け
）

（

堅
・
紀
・
万
・
敏
・
く
・
三
）

（

眞
・
万
・
孤
・
敏
・
ゆ
。

天
・
三
）

（

堅
・
眞
・
紀
・
万
・
龍
・
く
・
天
）

（

☆
…

下
五
→
「

誘
は
れ
」
）

（

☆
→
「

失
せ
鍵
を
見
付
け
し
安
堵
春
兆
し
」
）

（

☆
→
「

漂
は
す
冷
気
と
香
り
寒
紅
梅
」
）

（

上
五
→
「

詩
友
ど
ち
」

又
は
「

詩
の
仲
間
」

に
す
れ
ば
韻
を
踏
ん
で
い
い
と
思
ふ
が
如
何
？
）

（

☆
…

園
芸
品
種
が
多
く
花
に
芳
香
の
あ
る
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
に
微
笑
ま
れ
た
い
）

村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

　
（

文
楽
「

曽
根
崎
心
中
」
）

（

☆
→
「

風
止
む
や
二
月
の
昼
の
月
淡
し
」
）

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
在
間
千
恵
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎
　
早
川
允
章
　
福
島
正
明

伊
賀
山
そ
ら
お
　
柿
﨑
忠
彦
　
小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
古
田
昇
　
星
田
啓
子

川
口
孤
舟

 
 
 
 
 
 
第
三
百
七
十
一
回
　
青
葉
会

今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
川
口
孤
舟
　
久
米
五
郎
太
　
小
西
弘
子
　
豊
田
ゆ
た
か
　
中
野
一
灯

川
合
万
里
子
　
先
生

　

　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
三
日
（

木
）

　
　
午
后
六
時
～

八
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

山
田
け
い
こ
（

新
人
）

　
山
内
天
牛

宮
内
規
雄
　
山
崎
亜
也
　
渡
邊
盛
雄



一
点

☆ ☆ ☆ ◎ ☆ ☆ ☆ ◎ ☆ ☆ ☆ ◎

春
愁
や
魑
魅
魍
魎
の
六
本
木

春
一
番
壊
れ
し
ガ
ラ
携
買
ひ
換
へ
に

春
め
く
や
ペ
ル
ー

土
産
の
指
人
形

掛
（

か
か
）

り
付
け
の
医
師
の
咲
か
せ
し
沈
丁
花

い
つ
し
か
に
忌
み
嫌
は
る
も
杉
の
花

春
寒
し
糺
（

た
だ
す
）

の
森
の
鞍
馬
石

真
青
な
る
空
に
浮
か
び
し
睦
月
富
士

毛
嵐
や
南
の
海
に
も
寒
気
来
る

よ
く
見
れ
ば
冬
芽
ほ
ど
け
る
準
備
す
る

春
嵐
狂
ひ
し
時
計
に
世
も
狂
ひ

春
の
星
男
黙
し
て
椅
子
を
立
つ

寒
明
け
や
早
や
も
浮
か
れ
し
猫
二
匹

春
嵐
狭
き
地
球
を
仕
切
る
と
は

う
ん
う
ん
と
聞
い
て
く
れ
て
る
犬
ふ
ぐ
り

姉
弟
歌
ふ
登
園
春
が
来
た

ま
ん
さ
く
の
花
は
や
開
く
越
の
国

亀
鳴
く
や
若
し
や
空
耳
か
も
知
れ
ず

つ
ば
め
来
る
門
の
日
赤
社
友
章

つ
く
ば
ひ
に
五
色
散
椿
（

さ
ん
ち
ん
）

法
然
院

春
め
く
や
仇
な
芸
者
の
菊
之
助

富
士
の
雪
ピ
ン
ク
に
染
め
て
日
の
昇
る

老
い
の
坂
一
歩
二
歩
三
歩
と
内
裏
雛

常
温
の
諸
泊
（

も
ろ
は
く
）

な
じ
む
花
菜
漬

床
屋
出
て
額
に
ふ
る
る
春
の
雪

梅
の
里
行
く
は
支
線
に
乗
換
へ
て

ぽ
ん
柑
の
赤
き
夕
陽
の
色
に
似
て

リ
コ
ー

ダ
ー

吹
き
て
薄
氷
（

う
す
ら
ひ
）

割
り
に
け
り

合
掌
の
山
家
五
軒
や
雪
月
夜

春
一
番
帽
子
並
木
の
枝
に
あ
り

春
雪
や
可
憐
な
魔
女
の
天
翔
る

盛
雄

仝 仝
天
牛

亜
也

け
い
こ

規
雄

仝
啓
子

仝
ゆ
た
か

堂
哉

健
介

仝
弘
子

五
郎
太

仝
孤
舟
仝

紀
久
男

そ
ら
お

仝
盛
雄

天
牛

亜
也

仝
啓
子

一
灯

ゆ
た
か

健
介

（

正
）

（

紀
）

（

五
）

（

万
）

（

天
）

（

く
）

（

万
）

（

紀
）

（

万
）

（

猛
）

（

孤
）

（

け
）

（

猛
）

（

眞
）

（

万
）

（

け
）

（

天
）

（

弘
）

（

猛
）

（

正
）

（

千
）

（

紀
・
天
）

（

紀
・
万
）

（

龍
・
灯
）

（

紀
・
万
）

（

孤
・
敏
）

（

万
・
弘
）

（

万
・
允
）

（

万
・
千
）

（

孤
・
ゆ
）

　
　
→
「

真
青
（

ま
つ
さ
お
）

な
空
に
浮
か
べ
る
睦
月
富
士
」
）

（

☆
→
「

春
一
番
並
木
の
枝
に
帽
子
乗
り
」
）

（

☆
…

上
五
→
「

合
掌
造
り
の
」
）

　
　
●
次
回
青
葉
会四

月
二
十
七
日
（

木
）

　
　
仝

　
△
当
季
雑
詠
各
自
五
句
、

投
句
二
句

三
月
二
十
三
日
（

木
）

　
午
后
五
時
半
～

八
時
半
　
　
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

五
月
　
井
の
頭
公
園
吟
行
予
定

（

☆
→
「

冬
の
芽
の
解
く
準
備
を
見
詰
め
を
り
」
）

（

◎
…

浮
か
れ
猫
は
恋
猫
と
見
な
さ
れ
る
為
季
重
な
り
）

（

☆
…
「

浮
か
び
し
」

の
「

し
」

と
い
う
完
了
形
に
す
る
の
は
不
必
要

　
（
「

梅
ご
よ
み
」

の
深
川
芸
者
の
仇
吉
）

（

☆
…

莟
の
菜
の
花
の
浅
漬
け
色
が
美
し
く
、

上
質
な
日
本
酒
諸
白
に
ふ
さ
わ
し
い
）



四 三 二 一
　
|
「

丘
の
風
」

三
田
俳
句
丘
の
会
2
0
1
6
/
1
1
月

短
日
や
貨
車
な
が
な
が
と
橋
渡
る
　
　
　
　
　
　
仝

か
い
つ
ぶ
り
潜
り
夕
日
を
呼
び
戻
す
　
　
　
　
　
仝

裳
裾
よ
り
水
貰
ひ
ゐ
る
菊
人
形
　
　
　
　
　
　
　
仝

地
球
儀
の
く
る
り
と
回
り
小
鳥
来
る
　
　
　
　
　
仝

銀
漢
の
尾
に
漁
火
の
ひ
と
た
む
ろ
　
　
　
　
　
　
仝

一
生
は
一
幕
限
り
蟬
時
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

魂
の
ま
だ
残
り
ゐ
る
蛇
の
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

喜
寿
は
ま
だ
腕
白
盛
り
水
鉄
砲
　
　
　
　
　
　
　
仝

鮎
跳
ん
で
刃
金
の
ひ
か
り
放
ち
け
り
　
　
　
　
　
仝

春
の
虹
色
鉛
筆
の
二
十
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孤
舟

　
　
　
|
　
Ｗ
Ｅ
Ｐ
「

俳
句
通
信
」

　
V
O
L
。

９
６

日
の
欠
片
零
し
て
ふ
く
ら
雀
か
な
　
　
　
　
　
　
仝

冬
満
月
湖
面
の
星
の
相
寄
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
仝

寒
風
に
向
か
ひ
干
さ
る
る
柔
道
着
　
　
　
　
　
　
仝

除
夜
詣
き
の
ふ
と
け
ふ
が
擦
れ
違
ふ
　
　
　
　
　
仝

ク
リ
ス
マ
ス
レ
コ
ー

ド
盤
の
針
流
れ
　
　
　
　
　
仝

一
陽
来
復
炒
飯
の
宙
返
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

夕
暮
れ
を
引
き
寄
せ
て
ゐ
る
石
蕗
の
花
　
　
　
　
孤
舟

潟
空
に
鳶
鳴
く
こ
ゑ
も
早
春
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

白
鳥
の
助
走
激
し
く
水
を
蹴
る
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

鴇
色
に
白
鳥
染
む
る
夕
日
か
な
　
　
　
　
　
　
熊
谷
國
男

下
萌
や
囁
く
や
う
に
水
の
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

青
鷺
の
舞
ひ
て
は
戻
る
春
の
水
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

春
浅
し
梢
吹
き
渡
る
風
の
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
允
章

刃
物
打
つ
響
き
に
揺
れ
る
紅
椿
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

被
災
地
の
時
間
は
止
ま
り
鳥
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
正
明

　
　
　
|
　
「

き
さ
ら
ぎ
句
会
」

二
月

寒
暁
や
声
明
揺
る
る
高
野
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

春
寒
し
代
演
多
き
高
座
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

果
樹
林
に
寒
禽
さ
ま
ざ
ま
姦
し
く
　
　
　
　
　
　
紀
久
男

遠
足
子
の
声
に
膨
ら
む
電
車
か
な
　
　
　
　
　
　
　
仝

拉
致
に
泣
く
親
の
白
髪
や
春
寒
し
　
　
　
　
　
　
　
健
介

果
て
し
無
き
行
基
の
影
や
涅
槃
西
風
（

ね
は
ん
に
し

）

　
仝

声
青
き
サ
ッ

カ
ー

少
年
寒
の
晴
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

日
溜
り
に
病
み
鳩
一
羽
春
浅
し
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
雄

晩
秋
や
ひ
と
り
寝
好
で
身
の
弱
り
　
（

十
代
目
馬
生
）

　
　
　
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
記

ャ

ズ
ボ
ー

カ
ル
・
ダ
ン
ス
等
多
趣
味
。

娘
さ
ん
は
売
出
し
中
の
ジ
ャ

ズ
歌
手
）

に
始
ま
り
、

お
土
産
の
大
口
屋
の
麩
饅

柳
か
な
風
の
吹
く
ま
ま
吹
か
ぬ
ま
ま
　
（

四
代
目
小
さ
ん
）

仲
々
面
白
く
お
薦
め
で
す
。

小
生
好
み
の
句
を
抄
出
し
て
み
ま
し
た
。

友
人
か
ら
）

・
缶
ビ
ー

ル
を
賞
味
し
乍
ら
、

猛
さ
ん
の
披
講
で
快
調
に
進
行
。

御
覧
の
よ
う
に
忠
彦
さ
ん
、

一
灯
さ
ん

　
孤
舟
さ
ん
は
作
品
だ
け
で
な
く
句
評
・
解
説
等
で
俳
誌
に
登
場
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
「

俳
壇
」

３
月
号
グ
ラ
ビ
ア
に

「

爽
樹
」

新
年
会
、

俳
句
大
会
並
び
に
句
集
出
版
祝
賀
会
で
の
挨
拶
、
「

俳
句
四
季
」

３
月
号
に
「

波
」

主
宰
の
山
田

　
矢
野
誠
一
「

ぜ
ん
ぶ
落
語
の
話
」

白
水
社
２
０
１
６
年
１
０
月
刊
。

読
売
新
聞
夕
刊
に
掲
載
し
て
い
た
も
の
で
す
が

貴
世
句
集
『

喜
神
』

よ
り
５
句
解
説
。

春
の
雪
誰
か
に
電
話
し
た
く
な
り
　
（

米
朝
）

母
の
日
の
袋
物
屋
を
の
ぞ
き
け
り
　
（

扇
橋
）

片
耳
は
蟋
蟀
（

こ
ほ
ろ
ぎ
）

に
貸
す
枕
か
な
　
（

七
代
目
可
楽
）

な
ま
な
か
の
雨
に
猶
増
す
残
暑
哉
　
（

圓
朝
）

平
成
二
十
九
年
二
月
句
会
報

　
啓
子
さ
ん
の
自
己
紹
介
（

地
元
で
は
句
会
は
休
会
中
。
「

樂
屋
句
会
」

で
は
特
選
多
数
。

清
元
・
シ
ャ

ン
ソ
ン
・
ジ

１
０
名
。

　
今
回
は
新
人
山
田
け
い
こ
さ
ん
（

本
名
・
啓
子
、

名
古
屋
在
住
。

小
生
の
河
東
節
の
仲
間
）

含
め
９
名
出
席
。

投
句

　
関
係
者
近
詠

頭
「

山
帰
羅
（

さ
ん
き
ら
）
」

に
つ
い
て
天
牛
さ
ん
宅
の
大
好
物
の
由
で
、

包
む
葉
っ

ぱ
の
山
帰
来
（

サ
ル
ト
リ
イ
バ

ラ
の
異
称
。

葉
の
裏
に
ル
リ
タ
テ
ハ
の
幼
虫
）

に
つ
い
て
一
講
釈
。

皆
さ
ん
ご
存
知
の
方
が
多
い
の
に
一
驚
。

　
堂
哉
さ
ん
の
「

通
天
閣
ク
リ
ス
ビ
ー

シ
ョ

コ
ラ
」
、

亜
也
さ
ん
の
坂
角
の
海
老
と
烏
賊
の
煎
餅
、

弘
子
さ
ん
の
高
菜

お
む
す
び
、

そ
し
て
小
生
の
伊
賀
の
純
米
「

半
蔵
・
神
の
穂
」
（

志
摩
サ
ミ
ッ

ト
に
供
し
た
酒
）
（

津
の
平
松
さ
ん
の

二
次
会
は
居
酒
屋
（

個
室
）

で
た
っ

ぷ
り
飲
み
気
分
良
く
引
揚
げ
ま
し
た
。

、

恵
洲
さ
ん
が
高
得
点
で
し
た
。

尚
、

保
明
さ
ん
か
ら
病
休
の
届
け
あ
り
ま
し
た
こ
と
報
告
。
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